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宇
出
津
曳
山
祭
が
15
日
、
16
日

の
両
日
に
か
け
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
白
山
、
酒
垂
両
神
社
の
氏
子

が
「
チ
ョ
ー
サ
ー
ヤ
ー
」
の
か
け
声

と
木
遣
り
唄
を
響
か
せ
な
が
ら
豪
華

な
人
形
に
飾
ら
れ
た
高
さ
約
6
㍍
、

幅
8
㍍
の
曳
山
で
町
内
を
引
き
回
し

ま
し
た
。
曳
山
は
春
風
が
吹
く
空
の

下
、
子
ど
も
た
ち
を
乗
せ
ゆ
っ
く
り

と
動
き
出
し
、『
宵
山
』
が
始
ま
り

ま
し
た
。
人
形
は
白
山
方
が
「
源
平

合
戦
屋
島
の
戦
い
」
酒
垂
方
が
「
上

杉
謙
信
の
能
登
攻
め
」
を
題
材
に
制

作
さ
れ
た
両
氏
子
の
渾
身
の
作
品
で

す
。
午
後
５
時
頃
に
は
コ
ン
セ
ー
ル

の
と
に
両
山
車
が
到
着
し
、
太
鼓
グ

ル
ー
プ
「
鼓
友
」
に
よ
る
太
鼓
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

祭
り
と
と
も
に

　
能
登
に
春
の
訪
れ宇

出
津

曳
山
祭

祭
り
2
日
目
の
16
日
は
未
明
か

ら
『
朝
山
』
が
始
ま
り
ま
す
。

午
前
2
時
か
ら
動
き
出
し
た
白
山
方

の
山
車
は
酒
垂
神
社
の
御
旅
所
ま
で

酒
垂
方
の
曳
山
を
迎
え
に
行
き
、
2

台
の
曳
山
が
連
な
っ
て
朝
の
町
を
進

み
ま
す
。2
日
目
は
前
日
と
は
違
い
、

穏
や
か
な
日
差
し
の
も
と
、
桜
舞
う

港
町
を
引
き
回
し
ま
す
。

　

午
後
1
時
過
ぎ
か
ら
は
『
本
山
』

で
す
。
祭
り
も
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と

な
り
、祭
り
の
熱
気
も
最
高
潮
で
す
。

響
く
氏
子
た
ち
の
か
け
声
は
、
寒
く

静
か
な
冬
が
明
け
、
エ
ネ
ル
ギ
が
満

ち
あ
ふ
れ
る
春
の
訪
れ
を
祝
う
か
の

よ
う
で
し
た
。


